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１２番  木 村 松 雄     １４番  笠 井 一 司 

１５番  東 條 昭 二     １６番  水 口 昭 彦 

１７番 鈴 木 幸 三      １８番 坂 東 泰 幸 

 

欠席議員  ９番  三 浦 三 一     １３番  森 本 節 弘 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

管 理 者  藤 井 正 助    副 管 理 者  原 井   敬 

副 管 理 者  玉 井 孝 治    副 管 理 者  松 田 卓 男 

会計管理者  岩 佐 賢 二    総 務 局 長  住 友 勝 次 

 施設整備局長  鈴 田 直 城    総 務 課 長  岡 本 健 治 

監 査 委 員  柿 部 美 彦 

 

 

職務のため会議に出席した者の職氏名 

業務課課長補佐  岡 本 泰 昌    業務課課長補佐  高 岡 寛 之 

業務課課長補佐    渡 辺 大 輔    総務課課長補佐  小 松 真一郎 

施設整備課課長補佐  桑 原 直 樹    施設整備課主査  上 原   肇 

電気主任技術者  後 藤 田   実    総 務 課 主 任  山 本 宏 行 
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議事日程 

 

 

日程第１ 議席の指定について 

 

日程第２ 議長選挙について 

 

日程第３ 会議録署名議員の指名について 

 

日程第４ 会期の決定について 

 

日程第５ 議第４号  令和２年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決

算認定について 

 

日程第６ 議第５号 中央広域環境施設組合公告式条例の一部を改正する条

例制定について 

 

日程第７ 議第６号 令和３年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算

（第１号）について 

 

追加日程第１ 発議第１号 中央広域環境施設組合議会会議規則の一部を改正

する規則制定について 
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午前９時３０分 開会 

 

○総務局長（住友勝次君） 

おはようございます。総務局長の住友でございます。 

本日は、令和３年第２回中央広域環境施設組合議会定例会にご参集いただき

誠にありがとうございます。 

議会を開く前に、報告をいたします。 

本日の定例会には、吉野川市議会におかれまして、議長の改選が行われまし

たことに伴いまして、組合議会の議長が空席となっております。 

議長が選挙されるまでの間は、地方自治法第１０６条の規定によりまして、

議長が欠けたときは、副議長が議長の職務を行うこととなっておりますので、

松村副議長よろしくお願いいたします。 

それでは、松村副議長、議長席へお着きください。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○副議長（松村幸治君） 

皆様、おはようございます。 

ただいま、総務局長から報告がありましたように、議長選挙が行われるまで

の間、議長の職務を行わせていただきますので、ご協力のほどよろしくお願い

いたします。 

それでは、始めたいと思います。 

ただいまの出席議員は、１６名で、定足数に達しております。よって、令和

３年第２回中央広域環境施設組合議会定例会は、成立いたしました。 

ただいまから、令和３年第２回中央広域環境施設組合議会定例会を開会いた

します。これより、本日の会議を開きます。 

はじめに報告事項を申し上げます。本日の定例会に、三浦三一君、森本節弘 

君から欠席の届け出がございました。ご了承願います。 

これより、本日の日程に入ります。 

 本日の日程は、お手元に配布いたしましたとおりでございます。ご了承を願

います。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○副議長（松村幸治君） 

 日程第１、議席の指定を行います。議席は、ただいまご着席の議席とします。

～～～～～～～～～～～～～～～ 



 

- 4 -   

 

○副議長（松村幸治君） 

日程第２、議長選挙についてを議題といたします。 

 中央広域環境施設組合規約第７条第２項の規定により議長は、関係市町の議

会の議長の中から互選するとなっております。 

 ただいまより、休憩をいたしますので、休憩中に互選をお願いします。 

 暫時休憩します。 

 

午前９時３４分 休憩 

午前９時３６分 再開 

 

○副議長（松村幸治君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ただいま、休憩中にご協議願いました結果を私の方から報告します。 

 中央広域環境施設組合議会の議長に、吉野川市議会議長の塩田智子君が互選

されましたので、報告いたします。 

 ただいま、議長に互選されました塩田智子君が議場におられますので、会議

規則第３２条第２項の規定により告知をいたします。 

 塩田智子君、ご挨拶をお願いいたします。 

 

○議長（塩田智子君） 

 改めまして、皆様、おはようございます。 

 ただいま議長に選任されました、吉野川市議会議長の塩田智子でございます。 

 先ほどは、皆様からの温かいご推挙をいただき、誠にありがとうございまし

た。 

 誠心誠意、努めてまいりますので、どうか皆様のご協力をよろしくお願い申

し上げます。ありがとうございます。 

 

○副議長（松村幸治君） 

 ありがとうございました。新議長も決まりましたので、これをもちまして私

の議長としての職務を終わらせていただきます。 

 ご協力、誠にありがとうございました。 

 ここで、塩田議長、議長席に着席願います。暫時休憩します。 

 

午前９時３８分 休憩 

午前９時３９分 再開 

○議長（塩田智子君） 
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休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第３、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第７３条の規定により、議長におい

て、３番中西渉君、１２番木村松雄君を指名いたします。 

 続きまして日程第４、会期の決定についてを議題といたします。お諮りいた

します。 

本定例会の会期は、本日１日限りといたしたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長（塩田智子君） 

 ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日１日限りと決定い

たしました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長（塩田智子君） 

 これより審議にはいります。 

 管理者より、挨拶並びに提案理由の説明を求めます。 

 

○管理者（藤井正助君） 

 議長。藤井管理者。 

 

○議長（塩田智子君） 

 藤井管理者。 

 

○管理者（藤井正助君） 

 皆さん、改めましておはようございます。開会にあたりまして、一言、ご挨

拶を申し上げます。 

 本日は、令和３年第２回中央広域環境施設組合議会定例会を招集しましたと

ころ、議員各位におかれましては、公私ともに大変お忙しい中、ご出席を賜り

まして、誠にありがとうございます。厚くお礼を申し上げます。 

 また、日頃、皆様方におかれましても、組合運営等々におきまして、格別の

ご理解とご協力を賜っておりますことに、重ねて厚くお礼を申し上げます。 

 また、本日の定例会には、吉野川市議会から新しく、岸田益男議員、近久寛

議員、中西渉議員、塩田智子議員の４名の組合議員が選出され、ご出席をいた
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だいております。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 はじめに、中央広域環境センターにおける、昨年度の運営状況等について、

ご報告をさせていただきます。 

令和２年度のごみ溶融処理量は、３万１,１２３トンで、前年度に比べまして

７９５トンの減少、１日当たりの処理量は、約９５トンでございました。 

 ごみの搬入量は、２万９,４１８トンで、前年度に比較しまして５６９トンの

減少でございました。 

 処理人口の減少や、構成市町でのごみ減量化の取組、コロナ渦での自粛要請

等が、ごみ搬入量の減少の主な要因だと思われます。 

 構成市町におかれましては、引き続きごみ減量化の取組や啓発活動を推進し

ていただけるよう、ご協力の程をよろしくお願いを申し上げます。 

 組合といたしましても、今後も周辺環境に十分配慮しながら、安全・安心な

施設運営に努めますとともに、できる限り計画的、効率的に施設を稼働させる

ことで、ごみ処理に必要なエネルギーを節約して経費の削減に努める所存でご

ざいます。 

次に、新ごみ処理施設についてでございます。 

 当センターは、平成１７年８月の稼働から１７年目を迎え、地域の皆様とお

約束をしております施設の使用期限２０２５年、令和７年７月末まで、４年を 

切ってまいりました。 

 そのような中、本年３月に候補地を阿波市阿波町東長峰に決定をさせていた

だき、地元説明会及び組合が採用する燃料化方式の先進地視察を開催し、地域

の皆様のご理解・ご協力をいただけるよう努めているところでございます。 

 また、現在は、事業方式等検討業務や測量・地質調査造成設計業務及び循環型

社会形成推進地域計画策定業務を行っております。 

 今後も、新施設の整備に向け、速やかに準備や調整を進めて参りますので、

組合議員各位におかれましては、改めての格別のご支援、ご協力を賜りますよ

うよろしくお願いを申し上げます。 

それでは、提案理由について、ご説明申し上げます。 

 今定例会に提出しております案件は、令和２年度一般会計決算認定、条例の

一部改正及び令和３年度一般会計補正予算第１号の計３件でございます。 

 まず、議第４号、令和２年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算認

定については、地方自治法第２３３条第２項の規定に基づき、監査委員の審査

に付しましたので、同条第３項の規定により、議会の認定に付するものでござ

います。 

 次に、議第５号につきましては、組合の機関の定める規則及び規程の公表に

ついて必要な事項を定めるため、組合公告式条例の一部を改正するものであり

ます。 
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 最後に、議第６号、令和３年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算第１

号については、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、１億２８２

万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、１７億７,４６３万９，００

０円とするものでございます。 

 補正予算の主な内容は、令和２年度決算に伴う剰余金の基金への積立てでご

ざいます。 

 以上、概略をご説明申し上げましたが、個々の詳細につきましては、議事の

進行に伴い、逐次説明を申し上げて参りたいと考えております。 

 今回、提案させていただきました議案につきましては、当組合を運営するに

当たり重要な案件でございますので、十分ご審議の上、全て原案どおりご賛同

くださいますよう、よろしくお願い申し上げまして、提案理由の説明といたし

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○議長（塩田智子君） 

 以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長（塩田智子君） 

 それでは、日程第５、議第４号令和２年度中央広域環境施設組合一般会計歳

入歳出決算認定についてを議題といたします。 

 事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長（岡本健治君） 

 議長。岡本総務課長。 

 

○議長（塩田智子君） 

 岡本総務課長。 

 

○総務課長（岡本健治君） 

 議第４号令和２年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定につい

て補足説明をさせていただきます。 

 議案書の議第４号をご覧ください。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によりまして、令和２年度中央広域環境

施設組合一般会計歳入歳出決算を別冊のとおり監査委員の意見を付けて議会の

認定をお願いするものでございます。 
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 それでは、歳入歳出決算書の２ページ、３ページをご覧ください。歳入から

ご説明いたします。 

１款分担金及び負担金、予算現額１６億４,７５４万４,０００円、収入済額 

１６億４,７５４万４,０００円。２款使用料及び手数料、予算現額６,１２７万

５,０００円、収入済額５,９１１万６,２００円。３款財産収入、予算現額１５

８万円、収入済額１５７万９,６３３円。４款繰入金、予算現額１,０００円、

収入済額０円。５款繰越金、予算現額８,６７１万２,０００円、収入済額８,

６７１万２,５５５円。６款諸収入、予算現額１１７万３,０００円、収入済額

１３６万１,０４９円。歳入合計としまして、予算現額１７億９,８２８万５,

０００円、収入済額１７億９,６３１万３,４３７円でございます。 

 続いて４ページ、５ページをお願いします。歳出でございます。 

１款議会費、予算現額４２万円、支出済額４１万２２７円、不用額９,７７３

円。２款総務費、予算現額８,４５２万８,０００円、支出済額８,３１６万５,

７６４円、不用額１３６万２,２３６円。３款衛生費、予算現額１５億５,５６

６万４,０００円、支出済額１４億５,２４０万９,１８９円、不用額１億３２５

万４,８１１円。４款公債費、予算現額７,８８４万１,０００円、支出済額７,

８６７万２,６０８円、不用額１６万８,３９２円。５款諸支出金、予算現額７,

７８３万２,０００円、支出済額７,７８３万１,６３３円、不用額３６７円。６

款予備費、予算現額１００万円、支出済額０円、不用額１００万円。歳出合計

としまして、予算現額１７億９,８２８万５,０００円、支出済額１６億９,２４

８万９,４２１円でございます。 

 ６ページをお願いします。 

歳入決算額１７億９,６３１万３,４３７円、歳出決算額１６億９,２４８万

９,４２１円、歳入歳出差引額１億３８２万４,０１６円でございます。 

 続きまして８ページ、９ページをお願いします。 

 事項別明細書の歳入でございます。 

１款１項１目負担金、予算現額１６億４,７５４万４,０００円、収入済額１

６億４,７５４万４,０００円。各構成市町の内訳は備考欄に明記されておりま

すとおり、吉野川市が７億２,１０８万２,０００円、阿波市が５億５,５４６万

２,０００円、板野町が２億４３６万２,０００円、上板町が１億６,６６３万８,

０００円でございます。 

２款１項１目衛生手数料、予算現額６,１２７万５,０００円、収入済額５,

９１１万６,２００円。 

 これは、一般廃棄物ごみ収集許可業者が当中央広域環境センターにごみを搬

入する際に納めていただく処理手数料でございます。 

３款１項１目利子及び配当金、予算現額１５８万円、収入済額１５７万９,

６３３円。 
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これは、財政調整基金と一般廃棄物処理施設整備基金の利子でございます。 

４款１項１目財政調整基金繰入金、実績はございません。予算現額１,０００

円、収入済額０円でございます。 

 １０ページ､１１ページをお願いします。 

５款１項１目繰越金、予算現額８,６７１万２,０００円、収入済額８,６７１

万２,５５５円。 

 前年度からの繰越金が７,７２５万２,５５５円、繰越明許費が９４６万円で

ございます。 

６款１項１目預金利子、予算現額２０万円、収入済額３万８,０５５円。歳計

現金の預金利子でございます。 

同款２項１目雑入、予算現額９７万３,０００円、収入済額１３２万２,９９

４円。内訳は備考欄にございます。主なものとしまして、下から３項目の副産

物売払収入が１０９万３,４０２円でございます。 

 以上、歳入の収入済額合計は１７億９,６３１万３，４３７円でございます。 

 １２ページ、１３ページをお願いします。続きまして歳出についてご説明さ

せていただきます。 

１款１項１目議会費、予算現額４２万円、支出済額４１万２２７円。主に組

合議員報酬でございます。 

２款１項１目一般管理費、予算現額８,４１２万５,０００円、支出済額８,

２８９万３,６５０円、不用額１２３万１,３５０円でございます。 

 職員給与、構成市町からの派遣職員人件費負担金などの人件費でございます。

続きまして１４ページ、１５ページをお願いします。 

２款２項１目監査委員費、予算現額４０万３,０００円、支出済額２７万２,

１１４円でございます。主に監査委員の報酬でございます。 

 続きまして１６ページ、１７ページをお願いします。 

３款１項１目塵芥処理費、予算現額１５億２４６万７,０００円、支出済額１

４億１,０４２万４,１４５円、不用額９,２０４万２,８５５円でございます。

支出額が大きい項目といたしまして、まず１０節需用費でございます。 

予算現額６億１,９９５万１,０００円、支出済額５億３,８９５万１,４３８

円、不用額８,０９９万９,５６２円でございます。 

 この不用額につきましては、ＬＮＧ単価が当初の想定を下回ったこと、更に

ＬＮＧ使用料及び受電電力量減少に伴い電気料金が減少したことが主な要因で

ございます。 

 次に１２節委託料、予算現額８億８,０６２万９,０００円、支出済額８億７,

００７万１,８７５円、不用額１,０５５万７,１２５円でございます。 

 委託業務といたしましては、備考欄にございますとおり中央広域環境センタ

ーの運転及び整備業務、それから周辺の環境調査業務、副産物運搬並びにリサ
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イクル処理業務などでございます。 

  続きまして、３款１項２目ごみ処理施設建設費でございます。予算現額５,

３１９万７,０００円、支出済額４,１９８万５,０４４円、不用額１,１２１万

１,９５６円でございます。 

１８ページ、１９ページをお願いします。 

 主なものとしまして、新ごみ処理施設整備に係る適地選定支援業務委託料、

車両購入費及び構成市町派遣職員人件費負担金などでございます。 

４款１項公債費予算現額７,８８４万１,０００円、支出済額７,８６７万２,

６０８円、不用額１６万８,３９２円。 

 これは、当施設建設時の財政融資資金貸付金の令和２年度分の償還金でござ

います。なお、令和２年度をもって本貸付金の償還は完了いたしました。 

 続きまして、２０ページ、２１ページをお願いします。 

５款１項１目基金費、予算現額７,７８３万２,０００円、支出済額７,７８３

万１,６３３円、不用額３６７円。 

 これは、令和元年度からの繰越金を一般廃棄物処理施設整備基金へ積み立て

るとともに財政調整基金及び一般廃棄物処理施設整備基金の運用益をそれぞれ

の基金に積み立てたものでございます。 

６款１項１目予備費の実績はございません。 

 以上、歳出の支出済額合計は１６億９,２４８万９,４２１円でございます。

次に２２ページをお願いします。 

 実質収支に関する調書でございます。歳入総額１７億９,６３１万３,４３７

円、歳出総額１６億９,２４８万９,４２１円、歳入歳出差引額１億３８２万４,

０１６円。 

翌年度へ繰り越すべき財源はありません。実質収支額は１億３８２万４,０１

６円、また、実質収支額のうち地方自治法の規定によります基金繰入金はござ

いません。 

 ２４ページ、２５ページをお願いします。 

 財産に関する調書でございますが、１、公有財産では土地、建物とも令和２

年度中の異動はございません。２、物品は、施設整備局の新設に伴い公用車と

して軽自動車を１台増車しました。３、基金のうち財政調整基金は、決算年度

中の運用益を積み増し、決算年度末現在高は３億１,２２９万４,７７５円とな

っております。一般廃棄物処理施設整備基金は、令和元年度からの繰越金及び

決算年度中の運用益を積み立てた事により、決算年度末現在高は３億３,８８９

万９，５５２円となっており、合計で令和２年度末現在高は６億５,１１９万４,

３２７円でございます。 

 最後に、２６ページ、２７ページをお願いします。 

 主要な施策の成果に関する説明書でございますが、一番下の新ごみ処理施設
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整備事業４，１９８万５，０００円は、新ごみ処理施設整備に係る建設候補地

選定業務の他、関連費用でございます。 

 その他につきましては、例年のとおり事業を実施しております。 

 以上で令和２年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定について

の補足説明とさせていただきます。 

 ご審査の程、よろしくお願いいたします。 

 

○議長（塩田智子君） 

ただいま、事務局より説明がありましたが、議第４号令和２年度中央広域環

境施設組合一般会計歳入歳出決算認定については、事前に監査を受けておりま

す。 

 柿部監査委員に監査の報告を求めます。 

 

○監査委員（柿部美彦君） 

 議長。柿部監査委員。 

 

○議長（塩田智子君） 

柿部監査委員。 

 

○監査委員（柿部美彦君） 

 監査委員の柿部でございます。よろしくお願いいたします。 

 お手元の資料をご覧いただきたいと思います。 

令和２年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算及び審査意見につき

まして、地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定によりまし

て、審査に付された令和２年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算及

び証書類、その他政令で定める書類並びに基金の運用状況を示す書類について、

木村監査委員とともに審査した結果を報告いたします。 

 意見書の１ページをご覧ください。 

 審査の期間は、令和３年７月２６日から８月２４日までで、管理者から審査

に付された一般会計歳入歳出決算書並びに付属書類、現金出納保管状況調書及

び基金の運用状況調書が、令和２年度の財政状態を適正に表示し、かつ正確に

記録されているか否かを検証するために、関係帳簿及び証拠書類と照合し、必

要に応じて決算資料の提出を求めるとともに、関係職員の説明を聴取し、併せ

て令和２年度に実施した定期監査及び出納検査の結果も考慮に入れまして審査

を行いました。 

 その結果、一般会計歳入歳出決算書及び付属書類は適正に調整され、誤りも

なく、決算における計数は正確で、内容も正当であると認められました。また、

予算の執行及び関連する事務の処理は適正に行われているものと認められまし
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た。 

 決算規模・財政運営及び決算収支の状況は、前年度決算数値を含め１ページ

中段以降に記載しております。 

 令和２年度における一般会計の決算額は、歳入は１７億９，６３１万３，４

３７円で、前年度より３億５，７４４万６，７９９円減少しています。歳出は

１６億９，２４８万９，４２１円で、これも前年度より３億７，４５５万８，

２６０円減少しています。これに伴い歳入歳出差引額は前年度決算額より１，

７１１万１，４６１円多い１億３８２万４，０１６円で、翌年度に繰り越すべ

き財源がございませんので実質収支も同額でございます。 

 この額が令和２年度から３年度に繰り越されまして、経常収支比率は９４．

４となっております。 

 積立金は、前年度からの繰越金と利子を積み立て、令和２年度末現在高は、

令和元年度より７，７８３万１，６３３円多い６億５，１１９万４，３２７円

となっています。基金の内訳は、６ページ下段に記載しております。一般廃棄

物処理施設整備基金が３億３，８８９万９，５５２円、財政調整基金は３億１，

２２９万４，７７５円となっています。 

 地方債現在高は、平成１４年度から平成１６年度に実施した中央広域環境セ

ンター建設工事に伴い発行した組合債が償還の最終年度を迎え７，８１６万４，

２０７円減少しました。また、平成３０年９月の台風２１号により被災いたし

ました、ごみピット天井等の修繕のため、廃棄物処理施設災害復旧事業債１，

６７０万円を借り入れており、令和２年度は利息のみを償還しております。 

  決算収支につきましては、下段のとおりでございます。また、２ページから

６ページには、歳入歳出決算額の分析結果、増減理由を記載していますので、

ご高覧ください。 

  総合意見を述べさせていただきますので、６ページをご覧ください。 

  令和２年度中央広域環境施設組合の決算状況は、先ほど申しました歳入は１

７億９，６３１万３，４３７円と、これは、公債費の減少に伴い構成自治体負

担金が減少したことや、令和元年度は平成３０年９月の台風がございましたご

みピットの修繕工事に伴う国庫補助金や災害復旧事業債、建物災害共済保険料

の歳入がございました。令和２年度はそういったものがございません。 

 歳出は、前年度に比べると３億７，４５５万８，２６０円少ない１６億９，

２４８万９，４２１円となっています。これは、一般廃棄物処理施設整備事業

債の償還が終了したことや、災害復旧事業がなかったことが主な要因です。 

 令和２年度のごみ処理量は３万１，１２２．５３トンで、令和元年度の３万

１，９１７．５８トンより７９５．０５トン減少しています。 

 燃料費の多くを占めるＬＮＧは、省エネ対策として、平成２１年度から炉全

体の温度管理をブロック管理に変更し、温度を平準化することによりＬＮＧ及

び酸素の噴射注入量を低減するとともに、スラグを円滑に排出する高温反応炉

均質化炉バーナーを使いましてＬＮＧ使用量を可能な限り削減しています。 

  令和２年度もこの手法を継続し、１トン当たりのごみ処理に要するＬＮＧ使
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用量は、令和元年度の０．０５３７トンから０．０５２５トンとわずかながら

減少し、ＬＮＧ単価も年間を通じて下がりましたので、１トンあたりのＬＮＧ

単価は令和元年度の４，２０４円に対し、令和２年度は３，４７６円と７２８

円抑制できています。 

 電気料金は自家発電量の増加と長期連続運転を実施することにより、使用電

力量を平準化するなど効率的な電力使用に努めています。電気料金は ２億２，

６７６万７，６２７円で、令和元年度の２億４，３８５万１，５０２円より１，

７０８万３，８７５円抑制することができました。１トンあたりの電気単価は

令和元年度の７，６４０円に対し、令和２年度は７，２８６円と３５４円抑制

できています。 

 これらの要因により、トータルでは 1トンあたりのごみ処理単価は、令和元

年度の４万６，０１４円に対し、令和２年度は４万５，３１８円と６９６円抑

制できておりました。 

 ＬＮＧ料金と電気料金を合わせますと３億３，４９４万３，７５５円とそう

いった金額に上ることを考えますと、今後も現在高値で推移しております原油

価格の変動等に注意するとともに、引き続き省エネ対策を推進する必要があり

ます。薬品や消耗器材等の経常経費の抑制についても、引き続き可能な限り抑

制に努めていただきたいと考えております。 

  プラント整備には、令和２年度の５億１，９１４万５，０００円をはじめ、

毎年多額の整備費用を支出しています。施設の老朽化が進んでおりまして、安

全性を確保するためには多額の整備費用を必要とする事情は理解できますが、

多額でございますので、工夫・検討をお願いします。 

 今後の財政運営に当たっては、歳入については、適正な額の予算化、適時の

調定、納付期限内の収納及び速やかな現金収納手続き、財政計画に基づく定期

預金の活用など、適正な事務処理が確保されるよう努めていただきたい。副産

物や資源化物は、収入の安定が図れるよう取引先の確保、また、財政計画に基

づく定期預金の活用も続けていただきたいと考えております。 

 歳出関係については、限られた財源を効率的・効果的に活用できるよう、あ

らゆる支出の必要性と金額の妥当性を検証し、適切な執行に努めることが重要

であります。ごみ処理経費の削減に努めるとともに、効率的で適正な機械設備

整備を実施してください。 

 当組合を構成する自治体の財政状況も逼迫しています。構成自治体には今後

ともごみの減量化に努めていただき、中央広域環境施設組合には、なお一層、

創意工夫を重ね、処理経費の削減に努めてください。 

 この施設は、平成１７年８月１日の稼働以来１７年目を迎え、地元との合意

使用期限は２０年であることから、新施設建設に向けて作業が進んでいます。

新施設の完成までには多くの困難があると思われますが、中央広域環境施設組
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合と構成自治体が協力しながら、事業が円滑に進むよう期待しています。 

 以上でございます。 

 

○議長(塩田智子君) 

以上で、補足説明及び監査の報告が終わりました。これより本案に対する質

疑を行います。ご質疑はございませんか。 

 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(塩田智子君) 

 ご質疑がないようでありますので、質疑を打ち切り、直ちに採決いたします。 

お諮りいたします。日程第５、議第４号令和２年度中央広域環境施設組合一

般会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに、ご異議ご

ざいませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(塩田智子君) 

 異議なしと認めます。よって、議第４号令和２年度中央広域環境施設組合一

般会計歳入歳出決算認定については、これを認定することに決定いたしました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長(塩田智子君) 

 続きまして、日程第６、議第５号中央広域環境施設組合公告式条例の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長(岡本健治君) 

議長。岡本総務課長。 

 

○議長(塩田智子君) 

岡本総務課長。 

 

○総務課長(岡本健治君) 

議第５号についてご説明申し上げます。条例の内容につきましては、概要に

ついて要点のみご説明いたします。議案書の議第５号をお願いいたします。 

議第５号中央広域環境施設組合公告式条例の一部を改正する条例制定につい

てでございます。これは、組合の機関の定める規則及び規程の公表について必
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要な事項を定めるものでございます。 

 条例の概要でございますが、組合の機関の定める規則を公表する際の署名者

を当該機関又は当該機関を代表する者とすることと、組合の機関の定める規程

を公表する際の氏名を当該機関名又は当該機関を代表する者の氏名に印を当該

機関印又は当該機関を代表する者の印とするというものでございます。施行日

は、公布の日からでございます。 

 以上で議第５号の説明とさせていただきます。ご審議の程よろしくお願いい

たします。 

 

○議長(塩田智子君) 

ただいま、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行

います。ご質疑はございませんか。 

 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長(塩田智子君) 

 ご質疑がないようでありますので、質疑を打ち切り、直ちに採決いたします。 

お諮りいたします。議第５号中央広域環境施設組合公告式条例の一部を改正

する条例制定については、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(塩田智子君) 

ご異議なしと認めます。よって、議第５号中央広域環境施設組合公告式条例

の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長(塩田智子君) 

続きまして、日程第７、議第６号令和３年度中央広域環境施設組合一般会計

補正予算第１号についてを議題といたします。事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長(岡本健治君) 

議長。岡本総務課長。 

 

○議長(塩田智子君) 

岡本総務課長。 
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○総務課長(岡本健治君) 

議第６号令和３年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算第１号について

補足説明をさせていただきます。議第６号の補正予算書第１号の１ページをご

覧ください。 

令和３年度中央広域環境施設組合の一般会計補正予算第１号は、次に定める

ところによるものでございます。 

第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２８２万４，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億７，４６３万

９，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正によるものでございま

す。 

 ２ページをご覧ください。 

第１表、歳入歳出予算補正の歳入についてでございます。 

５款１項繰越金、補正前の額１００万円、補正額１億２８２万４,０００円の

追加、補正後の額１億３８２万４,０００円。 

歳入合計といたしまして、補正前の額１６億７，１８１万５,０００円、補正

額１億２８２万４,０００円の追加、補正後の額１７億７，４６３万９,０００

円でございます。 

 続きまして３ページ歳出でございます。 

２款１項総務管理費、補正前の額８,４０９万６,０００円、補正額１３６万

８,０００円の追加、補正後の額８,５４６万４,０００円。 

３款１項清掃費、補正前の額１５億８，２２２万５,０００円、補正額１３６

万８,０００円の減額、補正後の額１５億８，０８５万７,０００円。 

５款１項基金費、補正前の額１４１万５,０００円、補正額１億２８２万４,

０００円の追加、補正後の額１億４２３万９,０００円。 

歳出合計といたしまして、補正前の額１６億７，１８１万５,０００円、補正

額１億２８２万４,０００円の追加、補正後の額１７億７，４６３万９,０００

円でございます。 

 １０ページ、１１ページをお願いします。 

事項別明細書の歳入についてご説明させていただきます。 

５款１項１目繰越金は令和２年度決算による剰余金につきまして１億２８２

万４,０００円を追加するものでございます。 

 １２ページ、１３ページをお願いします。 

歳出についてでございます。 

２款１項１目一般管理費が１３６万８,０００円の追加となっております。内

容につきましては、構成市町派遣職員人件費負担金を１３６万８,０００円追加
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するものでございます。これは、本年４月の派遣職員の異動に伴い人件費負担

金が増額するためでございます。 

次に３款１項１目塵芥処理費が１３６万８,０００円の減額となっておりま

す。これは副産物運搬業務委託料について入札による請け差が出ましたので減

額するものでございます。 

次に５款１項１目基金費が１億２８２万４,０００円の追加となっておりま

す。これは、令和２年度決算による剰余金を一般廃棄物処理施設整備基金へ積

み立てるものでございます。 

 以上で、議第６号令和３年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算第１号

についての説明とさせていただきます。ご審議の程、よろしくお願いいたしま

す。 

 

○議長(塩田智子君) 

  ただいま、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行

います。ご質疑はございませんか。 

 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(塩田智子君) 

 ご質疑がないようでありますので、質疑を打ち切り、直ちに採決いたします。 

お諮りいたします。議第６号令和３年度中央広域環境施設組合一般会計補正

予算第１号については、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(塩田智子君) 

ご異議なしと認めます。よって、議第６号令和３年度中央広域環境施設組合

一般会計補正予算第１号については、原案のとおり可決されました。 

ここで、暫時休憩します。  

 

（午前１０時１９分）休憩 

（午前１０時２２分）再開 

 

○議長(塩田智子君) 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

ただいま松村議員から追加議案として、お手元に配付のとおり、発議第１号

中央広域環境施設組合議会会議規則の一部を改正する規則制定についてが提出
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されました。 

お諮りいたします。この案件を日程に追加し、追加日程第１とし直ちに議題

といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(塩田智子君) 

 ご異議なしと認めます。よって、そのように決定いたしました。 

追加日程第１、発議第１号中央広域環境施設組合議会会議規則の一部を改正

する規則制定についてを議題といたします。提出議案の提案説明を求めます。 

 

○副議長(松村幸治君) 

議長。８番松村。 

 

○議長(塩田智子君) 

８番松村幸治君 

 

○副議長(松村幸治君) 

 議長の許可をいただきましたので、発議第１号中央広域環境施設組合議会会

議規則の一部を改正する規則制定についての提案理由の説明をいたします。提

出者は私、松村幸治、賛成議員は、東條昭二議員、鈴木幸三議員、北川麦議員

の３名であります。 

 本改正案は、地方自治法の一部改正等に伴い、中央広域環境施設組合議会会

議規則の改正を提案するものです。今回の改正は、議会運営活性化のため、議

員数に関する規定の一部を改正するほか、公聴会及び参考人制度について、必

要な事項を定め、男女共同参画を考慮した環境整備を図る観点から、議員とし

て活動するに当たっての制約要因の解消に資するため、会議への欠席事由とし

て、育児、看護、介護等を明文化するとともに、出産について産前、産後期間

にも配慮した規定の整備を図ったほか、行政手続等において原則として押印を

廃止する政府の政策動向を踏まえ、議会に対する請願に係る署名、押印の見直

しを図るものであります。  

この規則改正は、公布の日から施行いたしたいと思います。 

以上で、発議第１号についての提案説明と致します。 

 

○議長(塩田智子君) 

ただいま提案理由の説明が終わりました。これより本案に対する質疑を行い

ます。ご質疑はございませんか。 
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［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

 

○議長(塩田智子君) 

 ご質疑がないようでありますので、質疑を打ち切り、直ちに採決いたします。 

お諮りいたします。発議第１号中央広域環境施設組合議会会議規則の一部を

改正する規則制定については、原案のとおり決することにご異議ございません

か。 

 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長(塩田智子君) 

ご異議なしと認めます。よって、発議第１号中央広域環境施設組合議会会議

規則の一部を改正する規則制定については、原案のとおり可決されました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

○議長(塩田智子君) 

以上で、本定例会に付議された案件の審議は、全て終了いたしました。 

これをもちまして、令和３年第２回中央広域環境施設組合議会定例会を閉会

いたします。 

どうもお疲れさまでした。 

 

午前１０時２６分 閉会 
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以上の会議録は総務局長の記載したものであり、その内容については大要に

おいて正確であることを認め、ここに署名する。 

 

 

 

 

副 議 長 

 

 

議  長 

 

 

署名議員 

 

 

署名議員 

 


